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　晴れ渡る空の下、5月24日(土)・25日(日)に第123回
ボート祭が大川で開催された。 
コンサートバンド部による演奏で華々しく開会式が始
まり、美術部青桃会によるライブアートの後、大阪市
立大学の西澤学長と大阪府立大学の副理事のご挨拶が
あり、伝統あるボート祭が今年も開催されることの喜
びを述べた。また学長は、大阪市立大学が大阪府立大
学と今後も連携していきたいとの旨を語った。 
続く応援団の演舞では、20人を超える団員がステージ
に立ち、会場を沸かせた。新入団員にとっては初めての
ステージ出演であったそうだ。新入団員の方は「楽し
かったけど、緊張しました。見てくれる人がいるので、
やっぱり練習とは違いますね！」と初々しい笑顔を見
せてくれた。 

















































伝統刻む　第123回ボート祭 
ボート祭では、学部の部、文化系サークルの部、体育
会系サークルの部、教職員の部、女子の部、市民の
部、の6つの部門に分かれてレースを行った。特別レー
スとして学部選抜レースと学長レースも行われた。学
長レースでは、惜しくも大阪市立大学学長率いる「市
大学長艇」が、大阪府立大学役員が乗る「府大役員
艇」に敗戦する結果となった。また特設されたステー
ジでは、音楽系サークルやダンスサークル等がパ
フォーマンスをし、会場を盛り上げた。 


第123回ボート祭実行委員長の影林義之さんとボート
部主将の渡辺兼三さんに話を伺った。 



























写真＝左から 渡辺さん、影林さん 



―ボート祭についての思いを聞かせてください。 
渡辺: ボート祭は普段ボートを漕ぐことのない市大生
や市大生以外の方にもボートを漕いでもらえる良い機
会なので、気軽に参加してほしいです。運営として、
どの人にも分かりやすくボートの魅力が伝わればと思
います。 
  
―ボート祭の準備はいつからどのように行っていたの
ですか？ 
影林: 三月半ばに実行委員を決定して、企画を立てて
いきましたね。 
渡辺: タオルのデザインやパンフレット制作は応援団
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に担当していただきました。 
  
―これだけ歴史のあるボート祭の準備は大変だった
と思うのですが、いかがでしたか？ 
渡辺: 大変というのは気にしないです。初めての人に
も分かりやすいボート祭にして、たくさんの人と関
われたらと思います。 
影林: 自分たちは少ししか準備できず、周りのいろん
な人に協力していただきました。今日も特に大きな
問題なく順調に開催できて、感謝の気持ちでいっぱ
いです。 
  
―ボート祭のコンセプトは何ですか？ 
特にこれというものは決めていないのですが、でき
るだけたくさんの人に来ていただけたらと思ってい
ます。初めてボートを漕ぐという方に楽しさを知っ
てもらえれば良いと思います。 
  

文：石原奈甫美 (Hijicho)・桑原柚 (Hijicho) 
写真：新宅慶騎 (Hijicho) 
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第123回ボート祭結果 
■学部の部 
1位　M.T.Revolution (素励起物理学研究室) 
2位　地球兄弟 (理学部地球学科) 
3位　チーム早老 

■女子の部 
1位　スンスンチャング (乗勝長駆) 
2位　女まねーずあやめ (ボート部マネージャー) 
3位　ふるりれろーネクスト (市大ＯＧ)　　　　　　　　　 

■文化系サークルの部 
1位　アコギ部２代目黒船 (アコースティックギター
部) 
2位　NAかよくてKAちにうえてるTAびびとたち！ 
(NAKATA OCU) 
3位　大学祭実行委員会OB (大学祭実行委員会) 

■体育会系サークルの部 
1位　剣道部OB まだまだ青春１８キップ (剣道部) 
2位　チームジャジョリー (アーチェリー部) 
3位　とっとこ脇太郎 (アイスホッケー部) 

■市民の部 
1位　ゴーゴーブラックスペシャルブランド (市大Ｏ
Ｂ) 
2位　H本おめでとう丸 (池田泉州銀行) 　　　　　　     
3位　フィールド・オブ・ドリームス1号 (大阪ガス)

■教職員の部 
1位　複合先端研Ａ (複合先端研究機構)            　 
2位　１号館 (経営管理課)　　　　　　　　　　　　 　　  
3位　ゆうちゃんGO (医学部庶務課・医事運営課) 

■特別レース (学部選抜レース) 
1位　健スポ (都市健康・スポーツ研究センター) 
2位　生活科学 (生活科学部)　　   
3位　りてら丸 (文学部) 

■特別レース (学長レース) 
1位　教育後援会艇 (教育後援会)　 
2位　府大役員艇 (大阪府立大学役員)　　　                    
3位　市大学長艇 (大阪市立大学学長) 

■特別賞 
【ネーミング賞】GO！GO！南都で号！ (株式会社
南都銀行)　　　　 
【仮装賞】 STAP (学術探検部)

ＯＧ)　　　　　　　　　 

丸 (池田泉州銀行) 　　　　　　     

2位　１号館 (経営管理課)　　　　　　　　　　　　 　　  

2位　府大役員艇 (大阪府立大学役員)　　　                    
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　この春、大阪市立大学近くの遠里小野という地域で
面白い試みをされている大学院生を見つけた。彼の名
前は北野貴大さん。2014年3月に大阪市立大学大学院
工学研究科を卒業された。彼は大学院にいる間、長屋
でシェアハウスをしていたという。長屋とは細長い建物
を区切って、複数の世帯で住み分ける住居形態のことで
ある。なぜ長屋でシェアハウスをしていたのか、それは
彼の研究と関係があるようだ。 

写真＝北野貴大さん (藤田写す) 

―長屋シェアハウスをやろうと思われたきっかけは？ 
大阪市立大学工学部建築学科に所属し、土着的な建築
や暮らし方を研究する中で「長屋」の存在を知りまし
た。長屋は大阪が都会化する中で増え、大阪の文化や
暮らしを色濃く反映した住まいとして「大阪長屋」と
も呼ばれますが、現代は入居者が少なくなってきてい
ます。家族で住むには狭いし、1人で暮らすには広すぎ
るからです。当時シェアハウスの研究をしていたことも
あって、長屋はシェアハウスに適しているのではと思い
ました。実地で学ぶことを重要視する研究室柄、「実
際にやってみよう」ということで始まりました。 

長屋でシェアハウス  
～多様なライフスタイル～ 

長屋は注目されるべきところが多くあります。 
最近の狭小敷地では1階が駐車場 (2階がリビング) のミ
ニ戸建てが主流になってきています。一方、長屋では
地面に近いところで生活します。挨拶しようと思えば
玄関を開けて通りすがりの人ともできるような距離感
です。また洗濯物や植木等の外観で住居人の個性がわ
かることを「表出」と呼ぶのですが、長屋には表出が
たくさんあります。人付き合いは小さなきっかけから
始まるものだと思います。長屋にはそういった小さな
つながりがたくさんありました。例えば1週間に1度し
か洗濯をしていなかったのですが、それを見た近所の
おばちゃんが「生きてるか」と声を掛けてくださった
こともありました。また長屋の前庭でかぼちゃを育て
ていたのですが、研究室で泊まることも多く、なかな
か水をやることもできなかったので、看板をつくって
通りかかる近所の方に水やりをお願いしたんです。 

お散歩中の方へ 
もしよろしければ 
庭のかぼちゃに 
水をやって頂けませんか？ 

すると、たくさんの方が世話をしにやってきて下さい
ました。 

大阪長屋はハレとケといって生活空間と人を招く接客
空間を狭い中でもきっちり設えているのも特徴です。
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ですから大阪長屋の場合、長屋で住みながらお店を
開いていることも多いです。また長屋の特色として
はオーナーとの距離が近いことも挙げられます。 
賃貸住宅には原状回復義務(※)があるのですが、オー
ナーが許せば原状回復義務は生じません。本来住宅
とは暮らしの中で住み手や使い手が少しずつ手を加
え、より快適でより独自性を育んで愛着あるものに
していくものだと思います。長屋はオーナーが近く
にいることが多く、信頼関係も築きやすいので、原
状回復義務の特記事項にあたる状況を作りやすいの
です。研究室ではそういった建物の面倒を良く見て
くれる方を愛を持って「家守」と呼んでいました。 



匿名性を楽しめる世代 
―シェアハウスについて研究されていた論文が、全
国で10選に選ばれたと聞きました。具体的にどのよ
うな研究をしておられたのですか？  
　卒業論文で100人規模のシェアハウスの中における
「創発」の研究をしていました。 
　創発とは簡単に言うと予期せぬ出来事や予期せぬ
秩序を意味します。シェアハウスは規模が大きくな
ると、ルールが存在しなくなります。ルールをつ
くっても成り立たない場合も多いです。ルールがな
いのにどうやって共同生活をしているのか、そこに
計画できない創発が存在します。 
　例えば御飯時にはキッチンが混み、流し台に汚れ
た食器が溜まっていきます。それに気付いたある人
が、他の人の食器を洗い出すのです。食べ終わって
自分の食器を洗おうとした人は、自分の食器が洗っ
てあることに気付き、また別の人の食器を洗ってい
きます。 
　40人以上になると名前を知らない関係性が生まれ
ま　す。これを「匿名性」と呼ぶのですが、匿名の
親切というのは連鎖していくんです。誰がやったか
わからないからこそ連鎖する。私たちの世代はつな
がりが希薄化している世代、と言われることもあり
ますが、私たちは匿名性を楽しむことができる世代
なんだと思います。また2人で住むと生活の重なりが
大きく、変化が少ないのに比べて、40名以上のシェ
アハウスだと生活の重なりのレベルが小さくなり、
日常の変化が大きくなります。生活の重なりはどの

くらいが快適なのか、まだまだ課題はありますが、
「希薄化」とひとくくりにするのではなく、多様なラ
イフスタイルがいままさに立ち現れています。その一
つが大規模シェアハウスで起こる創発だと感じていま
した。 


※原状回復義務とは、賃貸住宅に生じる、借りた状態
に戻して返す義務のことである。 




From editor 
今回北野さんのお話を聞く中で、画一的な生活から脱
却した多様なライフスタイルが広がってきていること
がわかった。ルールに縛られるのではなく、創発に
よって秩序を保ちながらも個々の暮らしが豊かになっ
ていく、そんな生活は素敵だな、と感じました。 



文：石原奈甫美 (Hijicho) 
写真：藤田悠以 (Hijicho)
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　2014年5月3日～5日に千葉県で行われた第24回世界
コンピューター将棋選手権で大阪市立大学数理工学研
究室・Apery (エイプリー) チームが優勝し、世界一と
いう偉業を達成した。本大会は将棋プログラム同士に
よる最強を競う大会である。 
Aperyチームの平岡拓也さん (工・2008年3月卒) 、杉
田歩准教授 (数理工学研究室) 、 山本修平さん (修士1
年・数理工学研究室在籍) にお話を伺った。 
※以下、それぞれの発言を平岡、杉田、山本と記す。 


―世界コンピューター将棋選手権に出られたきっかけ
は？ 
[平岡] もともと私個人でこれまでに2度出場していたの
ですが、今年は数理工学研究室の二人も加わって、
Aperyチームとして出場しました。4～5歳のころから
将棋をずっとしていて、もともと将棋に対して親しみを
持っていました。また、将棋はコンピューターと人間の
力が今拮抗しており、とてもホットだと思い、世界コ
ンピューター将棋選手権に出場しました。 
[杉田] 研究室の中でも世界コンピューター将棋選手権
に出場したいね、という声が上がっていたのですが、
そんな時、たまたま平岡さんがこの数理工学研究室の
OBでしかも相当な実力を持っていると聞き、一緒に手
を組むことになりました。ゲーム性のプログラミングの
観点でもコンピューター将棋というのは面白い存在
で、チェスやオセロなどと比べ複雑で、局面の判断が難
しいといわれています。 
そのような点に興味を惹かれました。 


―昨年までとの違いは？ 
[平岡] 昨年度は9位という結果であと一歩のところで決
勝戦出場を逃しました。年までは手を読む (探索) 部分
に注力しており、いわば地道な基礎工事を中心に開発
を行いました。今年は探索の改良に加え、局面の評価
も改良しました。また、研究室の2人とタッグを組んだ
ことによって、私とは別のアプローチでの局面の評価の
改良をしてもらっています。 



コンピューター将棋選手権で 
市大チームが世界一！！ 

―大会出場に当たり苦労された点は？ 
[平岡] まずは将棋盤をパソコン上に作るまでが大変で
した。私の場合、半年ほどかかったのですが、完成す
るまでのモチベーションの維持が大変でした。そして
作り上げてから、強くしていく過程の中で、本当に強
くなっているのかを判断することも大変でした。だん
だん将棋が強くなってくると、これは良い手なのかど
うかが自分たちでは判断できないので。 
また、私は会社員ということもあって時間の確保とい
う部分でも苦労しました。 
[山本] 私は大学4年生の時から始めてやっとプログラ
ミングにも慣れてきたところでまだまだこれからとい
うところです。トップがどのようにして強くなったの
かを研究して、これから良いところは取り入れ、改良
していくところは改良をしていきたいです。 


―優勝された時の感想は？ 
[平岡] まさか自分たちが優勝できるとは思っていな
かったです。floodgate というインターネット上でコン
ピューター同士が将棋を対局を行う場があり、そこで
それぞれの強さが数値化されて出るのですが、そこで
は1位ではなく、自分たちよりも強いチームもあった
ので。コンピューター将棋は運の要素が大きくて、戦
型によっても勝ち負けが大きく左右されます。 
[杉田] 素直には喜べなかったですね。勝ってしまっ
た・・・という感じでただただ驚いていました。もっ
と来年以降は実力をつけていきたいなと思います。 


コンピューター将棋選手権のルールや内容は？ 
[平岡] 基本的にルールは普通の将棋とほぼ一緒です。
ただ、コンピューターを使うため通信エラーなどにつ
いての決まりがあります。 
決勝戦は上位8チームの総当たりです。ちなみに今回
の第24回世界コンピューター将棋選手権は出場チーム
は日本人が中心の38チームで、個人の趣味で出場して
いるチームも多いです。ただ上位は大学や企業といっ
た研究機関が多いです。そして、初期のころから出場

　　う。
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しているベテランのチームが多いです。なので年齢
層は割と高いですね。 
人間同士の場合と違って体調や精神面のコンディ
ションなどの気遣いもないのでその面は気が楽です
が、その代わりに本番中にマシンのトラブルが起き
ないように備えています。 
一度対局が始まるとコンピューターには触れること
ができないので、子供の将棋を見に行くような気分
です。(笑) 相手チームと対局中に談笑したり、大会
の雰囲気は和やかです。 


―これからの目標は？ 
[杉田] 今年はタッグを組んだものの、時間が足りな
くて平岡さんの力ばかりに頼ってしまいました。こ
れからは今年間に合わなかった部分である評価関数
を中心に、研究室で改良をしていきたいと思ってい
ます。 
[平岡] 今回の大会を振り返って、結果としては優勝
できたものの局面の判断の部分でほかのチームと比
べて劣っていると感じたので、これからも妥協する
ことなく、探索やスピードの部分など改善できると
ころは改善していきたいです。もちろん来年は連覇
を目指したいです。 


―市大生に一言お願いします。 
[平岡] 自分はコンピューター将棋を趣味で始めたの
ですが、趣味でも思いっきり打ち込めるものがあれ
ばとても楽しいので、就職して仕事をして休日は遊
ぶというのもいいかもしれませんが、なにか打ち込
めるものがあればいいと思います。 
また、今興味のあることが、一生興味を持ち続ける
ものというわけではないので、いつでも遅くないの
で興味を持ったことに挑戦することが大切だと思い
ます。 
[杉田] 市大生は自分自身がトップクラスではないと
思っている人が多いと思いますが、平岡さんのよう
に趣味で始めて東大・京大といったトップクラスと
いわれている人たちに勝る優秀な学生もたくさんい
る。自分で限界を設定せずに思う存分チャレンジす
ることが大切だと思います。 
[山本] 人生何が起こるかわからないということです
ね。今回の大会を通して身をもって実感しました。 

　 

From editor 
　ベテランが上位を占める世界コンピューター選
手権で、3回目の出場にして大金星をあげた Apery
チームの3人に大きな拍手を送りたい。 
杉田准教授の述べられた自分に限界を設定しない
こと、という言葉がインタビューの中で特に印象に
残った。市大生をはじめ今の大学生は、どこか守
りの姿勢に入っている人が多いのではないかと筆
者は感じる。自分の能力やポテンシャルを過小評
価するのではなく、何事も一歩踏み込んだ挑戦を
することが大切ではないだろうか。たとえ趣味で
もそれを極めると世界1位にだってなれるのだ。さ
まざまなことに挑戦することで、夢中になれるこ
とを見つけることができて、それが今後の人生を
大きく変えるかもしれない。 
　今からでも遅くない、興味のあること、やりた
いことに全力でチャレンジしてみよう。きっと新た
な自分に出会えるはず。 



町田和紀 (Hijicho) 
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写真＝Aperyチームの三人(左から杉田准教授、 
　　　平岡さん、山本さん) (選手権ブログより引用)　　 

写真＝PC上での対局の様子 (選手権ブログより引用)
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　4月24日(木)1限、経営学の授業内で商学部新入生の
ための講演会が行われた。登壇したのは、小林哲准教
授、山田仁一郎准教授、宮川壽夫教授という商学部を
代表する教授陣だ。この講演会は、経営学会の主催に
よるもので、商学部の有志学生が企画、運営を行っ
た。 経営学会代表として狩俣正雄教授の挨拶に始ま
り、三教授の講演、質疑応答が行われた。 


教授から新入生へ、大学生活を有意義に 
過ごすためのメッセージ 
　最初に登壇した、マーケティングを専門とする小林准
教授からは、自動販売機を例にしてマーケティングの原
理が分かりやすく解説された後、「大学は就職予備校
じゃない」、そして「今すぐでもいい、可能な限り早
く教員と出会え」とのメッセージが伝えられた。教員
は教えるプロであり、学ぶプロであり、大学生のプロ
である。どうやって大学生活を楽しむか、そのノウハウ
も知っている。就職活動が始まるまでの3年間で人生は
変えられる、との熱いメッセージがあった。 


　経営戦略論を専門としている山田准教授は、「社会
のフィールドにはそれぞれルールがある。ルールは常に
書き換えられていて、そこに我々は遅れて参入すること
になる」と前置きした上で、世の中の舞台裏を知るこ
とができる学問の一つだというその性質から、経営戦
略論を地図のようなものだと表現した。「自分なりの
地図を作ると、行ったことのない場所に行ってみようと
いう気になる。多少無理をしても勇気を出して扉を開
き、行きたいところに行くことが重要であり、そのた
めの豊かな出会いや資源が大学にはある。恵まれたこ
とに、君たちは大阪市大にいる。」と述べた。 


　コーポレートファイナンスを専門とする宮川教授のお
話は「なぜ大学には無駄なスペースが多 いのか？」と
いう興味深い問いかけから始まった。それは「四年間
ここで、ぼーっとモノゴトを考えるためだ」という。本
学のような緑が多く て美しいキャンパスの環境に浸る

教授から新入生へ伝える、大学生活のきっかけ 
～学生による商学部講演会開催～ 

に浸ることで人はクリエイティブになれる。広いキャ
ンパスは名門の証でもある。バイトやサークルなどで
あくせく するのではなく、ぜひキャンパスでぼーっと
思考する時間を作ってほしい。何のプレッシャーもな
く、目的もない勉強ができる大学生の時間は とても貴
重であり、そのような知的時間を過ごしたかどうか
が、実は社会に出てから大きな差になる。 
　また、実践を繰り返すビジネスの世界では、実践経
験ではなく、むしろ実際にはぶれない自分 の理論を
持っている人が一流のビジネスマンだという。現象を
つぶさに観察し、科学的な分析を行うことで、理論を
得ることができる。そのた めには専門書をきちんと読
む地道な努力が重要なのだという言葉があった。 


質疑応答 
三教授からの基調講演の後、質疑応答の時間が設けら
れた。新入生からさまざまな質問が飛び交い教授陣か
らも熱い回答が語られたが、その一部を紹介する。 


―1回生のうちにしておいたほうがいいことはなんで
すか？ 
「1回生に限らず、恋愛です。会社に入ると後ろについ
たもので評価されるが大学時代は自分自身が評価され
る。人と人として出会い、尊敬できる人とお付き合い
をし、恋愛を通して価値観を変えてください」(小林) 
「大学に入ってから、何か一つでも努力しましたか？
何かの分野で努力する才能の塊になれば、その道で必
ず成功する。それを持つかどうかがスタート地点であ
る。」(山田) 


―最後に一言お願いします。 
「大学名は関係ない。世界に出ると大学の偏差値と
いった価値観は通用しない。『この大学に入ってよ
かった』と思って、大学生活、一生を過ごしてほし
い。」(宮川) 
「挫折感があったとしても、みなさんの特技が勉強で
あることを忘れないで。特技を活かさずにスポーツや
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あることを忘れないで。特技を活かさずにスポーツや
音楽に没頭するのもいいが、戦略的に大学生活を送っ
てほしい。あと、勉強しないのは自由だが、勉強する
人の邪魔だけはしないで」 (小林) 











































写真＝上から 小林准教授、山田准教授、宮川教授 


「市大で何かを作り上げたい」想い持つ 
学生スタッフの声 
　講演会を企画したスタッフの一人である、松本典子
さん(商・2) に話を聞いた。 
「本講演会は、新入生向けのイベントの一環として、
すでに行われた新入生歓迎会に続いて行われました。
運営スタッフは、市大で、商学部で何かを作り上げた
いという思いを持つ有志商学部生です。スタッフ14人
のうち7～8割が2回生です。 
去年も有志の10 人のメンバーで、非公式のイベントと

して新入生歓迎会と講演会 (山田准教授、加藤教授 (流
通論) 、高橋教授 (経済論) が登壇)が行われました。そ
して、その後の講義で、2 年目を行うために経営学講
義を担当している山田准教授のゼミ生である梶佳靖さ
ん (現商学部4 回生) からメンバー募集の呼びかけがあ
り、私を含め当時1 回生だった5 人が声を上げ、9 月
頃から本格的に準備を始めました。企画がなかなか進
まず紆余曲折はしていたのですが、2 月頃から新3 回
生が加わり2 回生メンバーも加わり、3 回生が指揮を
執る中で何とか企画をすることができました。学生だ
けで一から企画を行った新入生歓迎会には、結果、
200 人を超える新入生が集まりました。 
講演会に関しては、人選も学生が行いました。各教授
にオファーしたところ、快諾していただきました。学
生の要望をいろいろな先生がご好意で受け入れてくだ
さるのは、市大商学部の素晴らしい点です。講演自体
も、今年のほうが面白かったです。私自身一年間では
ありますが、動いたり、勉強したりしたことで、感じ
方が違いましたね。1回生からもとてもよく手が挙
がっていたので、今年の新入生はやる気に溢れた人が
多いと思いました。 
　今回、学部長と経営学会のご支援をいただいて、経
営学会の公式イベントとして新入生歓迎会と講演会の
企画を行うことができました。来年は始めから公式イ
ベントとして企画を進めることができるので、さらに
力が入ったものが出来ると楽しみです。今後に繋げて
いきたいです。」 


講演会に参加した商学部1回生の辻村卓也さんは、
「商学部に入ったものの、具体的なビジョンが持てて
いなかった。講演を聴いて、大学生活の流れやこれか
らの講義を受ける姿勢が分かった。色々な人と出会
い、人脈を広げ、自分の価値観も広げていきたい」と
語ってくれた。 


学生の、学生による、学生のための企画。そんな学生
の主体性こそが、大学を変えていくのではないか。今
後も続いていく、広がっていくであろう商学部の取り
組みに期待だ。 



文：長澤彩香 (Hijicho) 
写真：中田智大氏(商・3) 提供 
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　2014年7月9日(水) 18時30分からBOX総会2014が開
催されます。概要は以下の通りです。 


【名称】　BOX総会2014 
【日時】 2014年7月9日(水) 18時30分～ 
【場所】 811教室 
【主催】BOX協議プロジェクト執行部 
【参加者】　BOXを所有する団体の代表者及び新規
BOXを希望する団体の代表者 
【万が一出席できない場合】BOX所有団体で代表者が
出席できない場合、必ず代理を立てること。やむを得
ず代理を立てられない場合、事前に委任状を提出して頂
くことで出席と替えることができます。件名に「BOX
総会委任状」、本文に①団体名②責任者名③委任の連
絡を記載し、ocu.boxap@gmail.comまでメールにて提
出してください。 


　現在BOXを使用している団体はBOX協議プロジェク
トの構成団体です。BOX総会はBOX協議プロジェクト
の一環です。BOX協議プロジェクト業務規約よりBOX
協議プロジェクトの役割について確認してみましょ 


第一条　名称 
②BOX協議プロジェクト（以下、プロジェクト）は、
BOXを所有するサークルの代表者と執行部によって形
成される。 
第二条　役割 
意見.要望を協議し、大学側に働きかけることによって
BOXに関する学生の要求を実現する。また、BOXを使
用している団体と大学側との連絡調整を行う。 


次に総会についても同規約から抜粋しました。 


第五条　総会 
①プロジェクト内の利害調整の最高意思決定機関は総
会とする。 
②総会はプロジェクト加盟サークルの過半数の出席に
よって成立する。ただし出席不可の場合は委任状の提出
をもって出席と替えることができる。 
③プロジェクト加盟サークルは、総会に出席し、方針
を検討することができる。欠席の場合は総会の決定と
それに基づく執行部の活動を承認しなければならな

BOX総会2014開催！ 
④総会は、執行部の原案に基づき開催される。ただし
プロジェクト加盟サークルの四分の一以上の要請があ
れば、開催しなければならない。 


第六条　総会の議決 
①総会の議決は、各サークル代表者一票で行うものと
する。 
②総会の議決は、規約改正を除き、総会における出席
者の半数の賛成に基づき承認をもって成立されるもの
とする。 


　ここで注意しなければならないのが、総会の議決権
はBOXを所有している団体の代表者各１名につき１票
であるということです。また総会はBOX協議プロジェ
クトの最高意思決定機関です。BOX所有団体は総会へ
の出席義務があります。 


BOX総会2014 
BOX総会2014の内容は以下を予定しています。 
◆執行部人事承認 
◆BOX協議プロジェクト概要説明 
◆BOXヒアリング報告 
◆特別議題 
◆BOX退去&新入居に関する説明 
◆BOX新入居団体候補に関して 
◆決議 
◆Hijichoおよび四者協からの連絡 


今年度は空きBOXがあります。事前に提出していただ
いたアセスメントシートと新規BOX申請用紙、ヒアリ
ング調査等を元にしながら総合的に判断し、執行部か
ら新規BOX入居団体候補案を総会に提出します。候補
案をもとに総会で新入居団体の候補を決定し、学生部
に決議書とともに提出します。 


BOX協議プロジェクトはBOXに関する意見や要望を大
学側へ届けることが目的です。より快適に課外活動を
行い、市大をますます活気ある空間にするために、当
事者意識を持って参加しましょう。 

(BOX協議プロジェクト執行部) 

スタッフ募集中。新入生上回生問いません。情熱が人を熱くする。

　い。

う。


